
平
成
１９
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画

区
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
ち
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
従
来
の
部
門

別
計
画
を
見
直
す
と
同
時
に
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ

（
年
代
の
段
階
）

ご
と
に
目
標
を

ま
と
め
ま
し

た
。部

門
別
計
画

は
、「
子
育
て
」

「
健
康
」「
高
齢

者
」「
障
害
者
」

「
地
域
福
祉
」

の
各
部
門
に
つ

い
て
、
今
後
５

年
間
の
課
題
と

施
策
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で

す
。ラ

イ
フ
ス
テ

ー
ジ
別
計
画

は
、
日
ご
ろ
の

１０
年
後
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
高

齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
千
代

田
区
で
も
人
口
構
成
が
変
わ
り
、
地

域
の
状
況
に
変
化
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
地
域
の
豊
か

な
福
祉
力
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち
を

「
す
こ
や
か
に
暮
ら
し
あ
う
　
福
祉

都
心
ち
よ
だ
」
と
い
う
将
来
像
で
表

し
ま
し
た
。

千
代
田
に
住
み
、
働
き
、
学
び
、

集
う
す
べ
て
の
人
と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
自
分

ら
し
く
、
満
足
度
の
高
い
生
活
を
送

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
施
策
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
交

通
の
便
が
良
く
、
文
化
・
商
業
施
設

が
集
ま
る
都
心
の
メ
リ
ッ
ト
を
施
策

に
と
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

計画（案）の全文は、ホームページのほか、福祉総
務課（区役所２階）、区政情報ルーム（区役所１階）で
ご覧になれます。
ご意見は、１月２２日（月）までに郵送・ファクシミ

リ・Eメールまたは直接お持ちください（３面の書式を
切り取って使用できます）。在住（居住地域）・在勤・
在学の別、年代、性別も忘れずに記入してください。
問合せ 福祉総務課事業調整主査

〒１０２－８６８８九段南１－６－１１
1５２１１－４２１０6３２３９－８６０６

hokenfukushikeikaku@city.chiyoda.lg.jp
http://hokenfukusi.city.chiyoda.tokyo.jp
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千代田区第３次基本構想（平成１４～３０年代）

千代田区第３次基本計画（平成１４～２３年度）

第２次推進プログラム（平成１７～２１年度）

（平成１５～１９年度）

（平成１９～２３年度）

現行計画

改定計画

千代田区保健福祉総合計画

保健福祉総合計画に含まれる個別計画
健康増進計画（健康千代田２１）、老人保健福祉計画、障害者計画、
地域福祉計画、次世代育成支援行動計画、食育推進計画

計画の期間
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保保
健健
福福
祉祉
総総
合合
計計
画画
をを
つつ
くく
りり
まま
すす

保保
健健
福福
祉祉
総総
合合
計計
画画
をを
つつ
くく
りり
まま
すす

計
画
案
へ
の
意
見
を
募
集

部
門
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

２
つ
の
視
点
か
ら
取
り
ま
と
め

生
活
の
中
で
区
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
、
７

つ
の
年
代
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
や
施
策

を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
＝
左
図
表

参
照
＝

将
来
像

す
こ
や
か
に
暮
ら
し
あ
う

福
祉
都
心
ち
よ
だ

保健福祉総合計画は、平成１９年度から平成２３年度までの５年間の計画です。
他の計画等との関係は次のとおりです。

部門別（４面）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別（
２
〜
３
面
）

胎児期

０歳

６歳

１３歳

１９歳

４０歳

６５歳

７５歳

胎児・乳幼児期
５歳以下

学童期
６～１２歳

思春期
１３～１８歳

青年期
１９～３９歳

壮年期
４０～６４歳

円熟期
６５～７４歳

高齢期
７５歳以上

地域福祉

障害者

子育て

高齢者

健康

区
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く
た
め
、
現
在
「
千
代
田
区
保

健
福
祉
総
合
計
画
」
の
改
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
区
が
提
供
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
施
策
体
系
を
、
総
合
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
事
業
調
整
主
査
1
５
２
１
１
―
４
２
１
０

「
福
祉
の
心
が
通
い
あ
う
、
安
心

と
支
え
合
い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、

平
成
１５
年
３
月
に
つ
く
っ
た
「
千
代

田
区
保
健
福
祉
総
合
計
画
」
が
改
定

年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
１０
年
後
の
ち
よ
だ
の
将

来
像
を
描
き
な
が
ら
、
平
成
１９
年
度

か
ら
平
成
２３
年
度
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
、
少
子
化
や
次
世
代
育

成
、
高
齢
者
の
介
護
、
障
害
者
の
自

立
生
活
な
ど
、
保
健
福
祉
に
関
す
る

法
律
の
制
定
や
改
正
が
相
次
ぐ
最
近

の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
改
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

ご意見をお寄せください

平成19年（2007年）



保健福祉総合計画特集号　19.1.5（2）区役所の代表電話　3264ー2111

保健福祉総合計画 7つのライフステージ

１０年後の福祉都心ちよだ 将来像と目標（案）

安心して生み、
育てあうまち

胎児・乳幼児期（５歳以下）

①安心して子どもを生めるまち
②健康の基礎をつくるまち
③一人ひとりの発達・成長を応援するまち
④子どもがたくさん遊ぶまち
⑤子どもへの虐待がないまち
⑥子育てと社会参加が両立できるまち
⑦子育て交流が活発なまち
⑧安全・安心な子育て環境のまち

心とからだの基礎をつくる時期
区独自の施策やサービスに、引き続き先

駆的に取り組んでいきます。
こうした取組みを続けながら、子どもど

うし、親どうしが地域のなかで安心感のも
と育ちあえるコミュニティづくりを支援し
ます。

満ち足りた生活を
楽しみあうまち

壮年期（４０～６４歳）

仕事でも家庭でも、
働き盛りの忙しい時期

豊かな生活資源と職住接近による自由時間
を活用して、健康づくり、文化・スポーツ活
動や地域コミュニティ活動への参加など、仕
事と家庭の調和がとれた生活を感じられるま
ちを目指します。

それぞれの生活を
築きあうまち

青年期（１９～３９歳）

①心とからだの健康を守るまち
②多様な学習機会があるまち
③生活と出会いを楽しむまち
④障害のある人が自立して暮らせるまち
⑤子育てと社会参加が両立できるまち
⑥良好な環境のまち

学生から社会人へ、結婚、子育てなど、
ライフスタイルの変化が大きい時期
心とからだの健康を守り、都心なら

ではの最先端の学習や多彩な交流機会、
豊富な都市施設などを活用し、地域社
会で自分なりの生活を確立していける
よう、サービスを提供します。

夢をひろげ、育ちあうまち
学童期（６～１２歳）

①いじめを許さないまち
②健康的な生活習慣を確立するまち
③個性をのばす学びの場が充実したまち
④子どもの出番・居場所がたくさんあるまち
⑤安全・安心な環境のまち
⑥ゆとりが感じられる子育てができるまち
⑦子育てと社会参加が両立できるまち

積極的にいろいろな体験をし、吸収する時期
地域のあたたかい見守りのなかで過ごす

ことで、基本的な生活習慣や学力を習得す
るとともに、幅広い社会体験や地域活動が
できる環境づくりを進めます。

おとなへ自律する力を
培いあうまち

思春期（１３～１８歳）

①すこやかな心とからだを保つまち
②個性をのばす学びの場が選択できるまち
③本物にふれ可能性を広げるまち

④子ども自治があるまち
⑤１０代が区政に参画するまち
⑥思春期の子育てを応援するまち

子どもからおとなへと
心身共に大きく成長する時期
心とからだの健康を見守るとと

もに、学校での学びのほか、キャ
リア教育、社会体験、都心ならで
はの優れた文化・芸術など、「社
会」を感じながらさまざまな価値
観に接し、伸びやかに成長する世
代を応援します。

a

a

a

a

・働く女性が安心して子ど
もを預けられる環境整備
をお願いしたい（３０代・女
性）。

・子育ての悩みを相談する
場所や親子で交流する場
所を増やしてほしい（３０
代・女性）。

・子どもが課外授業のでき
るしくみにしてほしい
（４０代・男性）。
・目に見えないサポート、
子育てしやすい環境の整
備もお願いしたい（３０
代・女性）。

・長期の休み中、中高生になっても恥ずか
しがらずに集まれる部屋のある施設があ
ればよい（４０代・女性）。

a

・子どもや若者が自由に
運動したり、自然を感
じたりできる場所をつ
くってほしい。そして
子どもが外遊びをして
いても怒られない社会
であってほしい（２０
代・男性）。

・高齢者用の施設をより
充実させてほしい。福
祉に関する情報を元気
なうちから知らせてほ
しい（５０代・女性）。

どを充

うな施

キ
リ
ト
リ
線

①メタボリックシンドロームを予防・改善するまち
②生活を楽しめるまち
③障害のある人が自立して暮らせるまち
④介護と社会参加が両立できるまち
⑤成熟したコミュニティの輪が広がるまち
⑥良好な環境のまち

は８月に行った保健福祉アンケート等で寄せられた意見です。



１１００年年後後のの「「福福祉祉都都心心ちちよよだだ」」１月２２日（月）まで
保健福祉総合計画は、保健福祉サービス

を日常生活にとけ込んだ「必需サービス」
と位置づけ、充実を図っています。
今回の改定では、区の保健福祉サービス

を区民の皆さんが生活の中でイメージし
やすいよう、ライフステージ（世代）ごとに
まとめました。
各ライフステージの将来像と目標をご

覧になり、この計画に反映させてほしいと
いうご意見をぜひお寄せください。

右の欄（キリトリ線で切り取って

お使いください）または別の用紙に

ご意見を記入し、ファクシミリや郵

送でお送りください。詳しくは、１

面をご覧ください。

ご自身にあてはまる部分だけでも結

構ですので、お気軽にご意見をお寄

せください。

63239－8606
キリトリ線

尊厳ある暮らしを
支えあうまち

高齢期（７５歳以上）

①自立度を高める介護予防のまち

②高齢者虐待を許さないまち

③在宅で安心して介護サービスが受け

られるまち

④孤独死させないまち

⑤安全・安心なまち

尊厳をもって
自立した生活を送る時期
在宅での生活を支援するため、

自立度の維持・向上につながるサ
ービスを提供するとともに、犯罪
や悪徳商法の被害防止のため成年
後見制度など権利擁護事業の周知
や活用を進めます。
また、地域と連携した見守りな

どにより、虐待や孤独死をさせな
い地域づくりに取り組みます。

はつらつと元気を
高めあうまち

円熟期（６５～７４歳）

①健康寿命８０歳のまち
②自分を活かす地域活動に出会うまち
③ひとりでも安心して暮らせるまち
④障害があったり、介護が必要になって
も地域で自立して暮らせるまち
⑤生活を楽しむまち
⑥身体状況にあわせた住まいが確保で
きるまち

いきいきと健康に生活する時期
仕事に社会参加に活躍する方の暮らし

を支える取り組みを充実させます。
健康づくり、仕事、趣味、社会貢献な

ど、一人ひとりがいきいきと活躍する場
や機会をもつとともに、自立し、安心し
て暮らし続ける地域をつくります。

生涯を通して

ともに生き、
ともに住むまち

①健康で快適な環境のまち
②頼もしいコミュニティのあるまち
③安心して利用できるサービスが整っ
ているまち
④災害に強い１００万人のきずながある
まち
⑤ユニバーサルデザインの考え方を実
現したまち

すべての区民にとって、安全で快適な暮ら
しやすい、福祉のまちづくりを行います。
地域で住民相互のちょっとした気配りや交

流、支えあいのあるまちを目指し、在勤・在
学者も参加できる地域活動や身近なコミュニ
ティづくりを支援します。

a

a

ご意見をお
聴かせくだ

さい

・病気の予防になる健康診断や指導など
実してほしい（６０代・男性）。

・地域の役に立てる人が仕事できるよう
設があるとよい（７０代・男性）。

キ
リ
ト
リ
線

・手続きや相談が事務的でわかりにくいので、区民に
もっとわかりやすいシステムにしてほしい（５０
代・女性）。

・日時と場所だけが指定され、自由に参加できるボラ
ンティア活動があったら参加したい（５０代・女性）。

胎児・乳幼児期（５歳以下）の暮らし 学童期（６～１２歳）の暮らし 思春期（１３～１８歳）の暮らし

青年期（１９～３９歳）の暮らし 壮年期（４０～６４歳）の暮らし

高齢期（７５歳以上）の暮らし 生涯を通してまたは計画全体について

円熟期（６５～７４歳）の暮らし

家庭内のことで相談したいとき、
気軽に行けるところがあるとよ
い（８０代・女性）。

町　　　　　富士見　　　　神保町

神田公園　　　　万世橋　　　　和泉橋

年齢　　　　代　　　 性別　　男　 女

●在住者
（お住まいの地域を○で囲んでください）

●のいずれかに○をつけてください

●在勤者　　　 ●在学者　　　 ●その他



保健福祉総合計画特集号　19.1.5（4）区役所の代表電話　3264ー2111

保健福祉総合計画 部門別体系図（案）
子育て

子どもと親の育ちを地域全体で
あたたかく支えるまち

健　康

生涯にわたり健康な生活を
営むことができるまち

高齢者

高齢者が住み慣れた地域で尊厳を
保ち、いきいきと生活できるまち

子どもがのびのびと健やかに
育つよう、支援する

①乳幼児期から心と体の健康づくりを推進する

②虐待や犯罪から子どもを守る

③個別のニーズのある子どもを支援する

子育てに喜びとゆとりをもてるよう、
親と家庭を支援する

①親としての成長を支援する

②虐待等、重い育児困難現象に対応する

③子育てにゆとりをもてるようにする

④子育てと社会参加の両立を支援する

⑤多様な家族形態への支援を行う

安心して子育てできるまちをつくる

①子育て環境を整備する

②子どもの居場所づくりを推進する

子どもの成長に応じた経験や
学びの場をつくる

①子どもの生きる力を育成する

②地域の育児力を育成する

区民・企業・行政が一体となって
子育て支援に取り組む

①働き方や固定的な男女の役割分担を変える

　取り組みを行う

②区民と行政の協働、行動計画推進体制を

　整備する

一人ひとりの健康づくりを支援する

①生活習慣病等を予防する

　(「健康千代田２１」の推進) 

②歯の健康づくりを推進する

③こころの健康を高める

④感染症予防対策を推進する

⑤難病等の患者や介護者を支援する

子どもから健康で豊かな食生活を創造する

①食を大切にする

②食は健康の基本であることを学ぶ

③食の安全性を確保する

④食の文化を伝える

健康で快適な生活が営める
環境づくりを進める

①医療制度改革に対応した保健事業を構築

　する

②健康危機管理体制を整備する

③食の安全を確保し、区民の健康を守る

④健康を守る生活環境づくりを推進する

⑤人と動物が共生できる地域社会づくりを推

　進する

介護予防・健康づくりを総合的に推進する

①要支援者の重度化を防止する

②特定高齢者に対する介護予防を推進する

③全高齢者を対象とした介護予防を推進する

④介護予防マネジメントを推進する

要介護高齢者への支援を充実する

①総合相談・支援、地域よろずケア体制を充実

　する

②介護サービス基盤等を整備する

③要介護高齢者に対する介護保険外サービス

　を充実する

④介護者の介護負担を軽減する

ひとり暮らし高齢者等への支援を充実する

①地域との連携による生活支援・見守りネット

　ワークを構築する

②自立生活や緊急時対応等を支援する各種サ

　ービスを充実する

③安心して住み続けられる住まいの確保を支

　援する

④防犯や消費者の安全・安心の確保への取り組

　みを推進する

人権擁護の取り組みなど高齢者の
尊厳を確保する

①高齢者虐待を防止する

②成年後見制度等を普及・推進する

③認知症高齢者に関わる相談体制の充実と認

　知症への理解促進を図る

生きがいを感じる活動的な生活を支援する

①社会貢献活動への参加を促進する

②就労機会の確保を支援する

③社会参加を促進する

障害者

地域福祉

地域での自立した日常生活を支援する

①安心して在宅生活を送るためのサービスを拡充する

②障害者の力を高め、自立生活を準備・体験する場を

　用意する

③生活の幅を広げ、いきいきと生活できるよう、日中

　活動の場を整備する

④福祉サービスの利用援助などの相談体制を整備する

⑤介護者の緊急時対応に加え、本人と介護者がリフレ

　ッシュするための施設を整備する

障害者への理解を深め、 
こころのバリアフリーを実現する

①「ノーマライゼーション」（障害のある人が地域と

　ともに生きること）の普及と交流を促進する

②情報バリアフリーの確立と情報アクセス手段の多

　様化を推進する

障害者の就労支援、社会参加等の社会的自立 
を支援する（社会で生きる力を高める）

①障害の早期発見と早期対応を図る

②ひきこもりがちな人の意欲を引き出すため外出機

　会を増やす

③充実した生活のため、福祉的就労や一般就労を促

　進する

④意思や意見を表明できる場を保障する

⑤文化・スポーツ活動への参加を促進する

サービスの選択・
利用を支えるしくみを整える

①サービスの確保と選択を支えるしくみを整える

②相談体制を整備・充実する

③契約制度を支えるしくみを整える

人にやさしいまちづくりを進める

①福祉のまちづくりを進める

②安全で快適な生活環境に整備する

③安心して暮らせる住まいを確保する

④防災対策を充実する

地域福祉を推進する

①地域福祉活動への参加を促進する

②ＮＰＯ・ボランティア・学校・企業と連携・協働する

③見守りと支え合える地域をつくる

障害者の意思が尊重され、地域で自立して生活できるまち

安心して利用できる福祉のしくみが整っているまち


